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医療機関 ディーラー メーカー

コード化とＥＤＩの接続による、受発注業務の効率化と精度向上

【受発注業務における作業工数試算例】

１,２００時間／月の工数が掛かっている

受発注件数を月間６０,０００件、１時間当りの処理能力を５０件/人 とすると

手書き伝票
電話・ＦＡＸ注文

手書き伝票
ＦＡＸ注文

データを
打込み受注

受発注に関わる工数の削減
 〃 間違いの削減

業務負荷が大きく、
間違いの発生の可能性

業務の質向上

システム利用拡大による期待効果①
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薬事法施行規則 第１７３条
高度管理医療機器等の販売業者等は高度管理医療機器等を譲り受けたとき及び高度管理医療
機器等の製造販売業者、製造業者、販売業者、賃貸業者、若しくは修理業者又は病院、診療所
若しくは飼育動物診療施設の開設者に販売し、授与し、又は賃貸したときは、次に掲げる事項を
書面に記載しなければなりません。
＇１（品名 ＇２（数量 ＇３（製造番号又は製造記号
＇４（譲受人又は販売、授与若しくは賃貸の年月日 ＇５（譲渡人又は譲受人の氏名及び住所

品質問題等発生時の状況把握の正確・迅速化
医療機関・ディーラー・メーカーの管理業務軽減
有効期限管理に活用可能

医療機関

使用実績保管

バーコード化による生物由来製品等・高度管理医療機器等の
管理業務の軽減・トレーサビリティーの向上

メーカー

販売実績保管

ディーラー

販売実績保管

販売実績
報告

安全性の向上

手作業では負担が大きく、
間違いの発生の可能性
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システム利用拡大による期待効果②
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ディーラー
販売・卸業者

医療機関

メーカー
製造販売業者

患者様

～患者様視点で医療の安全、安心を実現～

資材業者

MEDＩS-DC
医療器材ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

受発注

ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｰﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
＇仮称（
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子
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テ

コード化

ＥＤＩ化

支払基金

システム利用拡大により更なる安全管理の担保を

①コード化：医療市場での共通言語化

②バーコード貼付：データと現物の一致

②’ＥＤＩ化：データ連携とデータの蓄積

①

②’
②バーコード貼付

■トレーサビリティーの強化

・インプラント品の患者様管理

・確認の迅速化

■高度管理医療機器等の管理

・機械製品のメンテナンス

■業務の効率化

■物流品質の向上

◆コードの登録

◆バーコードの貼付

効果
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まとめ

○コード化・ EDI化・バーコード貼付は医療の安全

管理・確保に寄与する

○トータルサプライチェーンを実現することは

生産～診療～診療報酬までの医療全体を網羅し

業務効率向上をもたらす


